
On Hilbert-Kunz multiplicities

松田 一徳 (名古屋大学大学院多元数理科学研究科)

Hilbert-Kunz 重複度は正標数の環のイデアルに対して定義される不変
量である．

Definition 1 (R, m) を m を極大イデアルとする標数 p > 0 の Noether

局所環とし，dim R = d とする．さらに I を R の m-準素イデアルと
する．
このとき，極限値

eHK(I) = lim
e→∞

lR(R/m[pe])

ped

を I の Hilbert-Kunz重複度という．ここで，m[pe] = (ape | a ∈ I) であ
る．また，eHK(R) = eHK(m) と定める．

Hilbert-Kunz 重複度の由来は Kunz ([1])によって正則局所環が特徴付
けられたことによる．その後Monsky([2])によって上の形で定義され,現在
に至る．Hilbert-Kunz重複度は１以上の値をとるが，値が有理数であるか
どうかまだ分かっていない．吉田-渡辺 ([3])により示された，unmixed な
正則局所環が eHK(R) = 1 で特徴付けられるという定理は，Hilbert-Kunz

重複度の有用さを示す好例である．一般にHilbert-Kunz重複度は計算す
るのが困難であるが，代数幾何の道具などを用いて計算できることもあ
り, 他分野との応用がこれからも発展していくと思われる．
本講演では，Hilbert-Kunz重複度に関する現在までの研究結果を話す
予定である．
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